
静岡市 情報化推進計画（2019-2020）の概要

Ⅰ．最新ICTの効果的な活用

Ⅱ．データの利活用・流通の促進

Ⅲ．情報技術等を扱える研修・ワークショップの充実

①テレワークに基づく施策
・モバイルワーク実証、在宅勤務に対応する端末の導入・環境整備及び
2020年更改の市政端末選定に向けた方向性の検討
・庁内通信網最適化の方針決定

（庁内無線LAN化・閉域網の活用等の検討）
②庁内テレワークを支えるICT活用
・最新ICT技術の利活用促進（実証実験の実施、検証に基づく実装）
・クラウドサービスに関する情報収集

③国の施策に基づく行政手続等のオンライン化・デジタル化への対応
・行政手続等のオンライン化に向けた簡素化・集約化、電子申請の拡大
・マイナンバーカードを活用した施策の検討
（マイナポータルを活用した自治体ポイント実装の検討・対応）

２０１９年度 ２０２０年度

整備・利用方針の検討

予算措置 機器の選定等 導入・運用

①オープンデータの推進
・動的データのAPI環境整備の検討（利活用方針等）
・データ形式標準化の推進（機械判読が可能な形式で提供）
・民産学連携による利活用の促進
（静岡県オープンデータ推進協議会との協働）

②国の施策に基づくビッグデータの利活用への対応
・パーソナルデータの活用検討（法律等に基づく実施方法）
・政策の立案に活用できるような環境整備（データ・システム）の検討

①ＩＣＴリテラシーの底上げ
・システム導入・運用・管理ができる研修の充実
・最新ICT（AI・ＲＰＡ等）の利活用ができる研修の充実（デモの実施）
②データを扱える人材（エバンジェリスト）育成の検討
・データ利活用にリーダシップの取れるワークショップの検討
③新たな情報セキュリティへの対応
・情報セキュリティを理解し、行動できる研修の充実

RPA実証実験
（評価、庁内利用拡大に向けた予算措置・導入準備）

国の電子申請化の検討 国の検討に基づく対策の検討

随時システム乗せ替え

Ⅳ．その他の実施すべき施策

①基幹系システムの最適化
・庁内クラウドの運用 （住民記録・共通基盤システムなどの

システムを仮想化に移行し、運用開始）
・自治体クラウドの検討（他自治体と共同利用に向けての協議の検討）
②公衆無線ＬＡＮ事業
・地域ＢＷＡへの対応

（地域BWAサービス提供事業者と連携し、設置箇所等の選定）

・中山間地域への対応
（点から面への検討、次期コンテンツ（５G、衛星通信等）情報収集）

情報化推進員研修実施

検討・調査

ICTリテラシー向上研修実施

情報セキュリティ担当者研修 随時開催

静岡地区ネットワーク検討

予算措置

予算措置清水地区ネットワーク検討（再リースを含む）

マイキープラットフォームの利用の検討（自治体ポイント利用等）

地域BWA開始
庁内利用先決定

利用開始

運用

公衆無線設置

検討・調査

国の動向調査・検討

点から面への検討・次期コンテンツ（５G、衛星通信）の情報収集

連携先の選定及び協議
連携実施

随時（データ形式の標準化）

運用開始（仮想化システム）

モバイルワーク環境
の検討・構築

端末の共同利用に関する検討

導入・運用

（効果検証を基に）新規導入・運用

マイキープラットフォームの利用の実施

研修の検討・計画 情報化推進員研修実施

情報セキュリティ担当者研修
随時開催

対策の実施

検証

テーマ ＩＣＴ活用による行政内部の高度化と市民サービスの向上への取組 【計画期間：2019年度から2020年度までの２年間】

方針及び課題 Ⅰ．最新ＩＣＴの効果的な活用
・働き方改革：テレワークロードマップに基づいたＩＣＴ活用及び環境整備
・デジタル手続：行政手続等のオンライン化・デジタル化サービスによる快適な市民生活の実現

Ⅱ．データの利活用・流通の促進
・産学連携及び標準化等によるオープンデータ利活用の促進

Ⅲ．情報技術等を扱える研修・ワークショップの充実
・最新ＩＣＴ技術に対する知識の向上・データ利活用に向けた人材育成
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整備・利用方針によるオープンデータの推進

RPA

環境構築

➢働き方改革

➢デジタル手続 情報収集

研修の検討・計画

データ利活用ワークショップ実施

ICTリテラシー向上研修実施

データ利活用ワークショップ実施
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○安心・安全に生活できるまちづくり 

○活気にあふれるまちづくり 

○便利で快適に暮らせるまちづくり 

○生活情報の効果的な提供 

○より多くの市民参画の実現 

○高品質なサービスを提供できる職員の育成環境 

の整備 

○市民の利便性向上のための業務システムの運用 

○行政運営の効率化に資する情報システムの最適化 

○適切な情報セキュリティの確保 
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市民・来訪者
の利便性向上 

◆先進的な行政情報システムの構築
（１）市民の利便性向上のための業務システムの運用
・社会保障・税番号制度導入への対応
・オープンデータカタログサイトの構築

（２）行政運営の効率化に資する情報システムの最適化
・統合型内部情報システムの構築
・自治体クラウドの検討
・住民記録システム・共通基盤システム更改
・ＩＴアドバイザー活用、開発マニュアルの整備

（３）適切な情報セキュリティの確保
・情報セキュリティ外部監査・内部監査の実施
・ＩＴ資産管理の構築・運用
・ＩＣＴ-ＢＣＰのマネジメント

◆快適な市民生活の実現
（１）生活情報の効果的な提供
・道路管理統合ＧＩＳの運用（しずみちinfo）
・電子申請システム、申請書ダウンロードシステムの
運用

（２）より多くの市民参画の実現
・静岡市ウェブサイトのウェブアクセシビリティ向上
・ソーシャルメディアの活用

（３）高品質な行政サービスを提供できる職員の
育成環境の整備
・e-ラーニングシステムを活用した職員研修の推進
・情報セキュリティ研修の実施
・情報化推進員研修の実施

◆ICTによる豊かな暮らしが実感できるまちづくり
（１）安心・安全に生活できるまちづくり
・静岡地域消防総合情報システムの整備・運用
・静岡市立小・中学校校務支援システムの構築

（２）活気にあふれるまちづくり
・オープンデータ推進に関する産学連携の実施
・オープンデータハッカソン・アイディアソンの開催
・静岡市公衆無線ＬＡＮ整備
・市民活動支援ポータルサイトの構築・運用

（３）便利で快適に暮らせるまちづくり
・シニア向けスマートフォン教室の開催
・オクシズサイトの運用

これまでの取組


